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」avaプログラミング I

2回目 “ようこそ」avaへ "

晏1 今日の講義で学ぶ内容 t」

・画面へのメッセージの表示

・文字や文字列、数値を表現するリテラル
・制御コードを表すエスケープシーケンス

画面出力の基本形

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :巨ample2_1 ィル稚}9ハユちt

ようこそ」avaへ !

」avaをはじめましょう !

ソースフアイノ

clas/クラス名

ぶ り,ハ蠣 acァ ),
public static void main(String[]args)

{                       ~

ンStem・ Outoprintln(‖ ここに出力したい文字列1行日")5

System.out.println("こ こに出力したい文字列2行日")3

//画面に文字列を出力するコー ド

class Sample2_

{  ~

_、

一→

llilliC Static void main(String[]args)

目:ぶ:l:貰 1詳翼蝋崎:721]しこよιPち !っ j

実行画面
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System.out.println(‖ ここに出力したい文字型")3』

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、行末に改行が挿入されます

System.outeprint("こ こに出力したい文字列・ )J

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、行末に改行が挿入さ担ません

System.outoprintf("こ こに出力したい文字列
‖
)j

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、

※C言語 printfo関 数と同じ15~ヽるまいをします

System.outoformat("こ こに出力したい文字列")」

行末に改行が挿入されません

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、

※System.outoprintfoと 同じ15~lる まいをします

行末に改行が挿入されません

いろいろな出力方法

ソースコ‐ド例

ソースフアイル名 :Sample2_2.java

class Sample2_

{

public static void main(String[]args)

{

System.outoPrintGX‖ ユニI■墜lnOによる出力 (改行)・ )J

System.outoprint(‖ 2.printoに よる出力")」

System.outoprintf("3.printfoに よる出力
‖

)」

system.out.format("4.formatoに よる出力
‖
)j

}

}

実行画面
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コードの内容

ソースフアイル名 i Sample2_1.java

て約

//画面に文字列を出力するコー ド

class Sample2_

ЩbliC Staticォoid陥辱ing[]args)

多|I SyStem.outlpFintln(‖ ょぅこそ」avaへ !‖ )3

裂ヤSystem.。 utlprintin(・ Javaをはじめましょう!1)」

イ

ン

デ

ン

ト

2イ
コメン、ト

クラス

ブロック

main()メソッド

文

//(ダブルスラッシュ)からその行の最イ

または /* */で囲まれた行 (複数行で :

・ コンパイル時には無視されるコー ドでζ

・処理の内容などメモを記入 してお<の「

キーワード classがついた {}(括弧)内をいいます
・ ]avaのソースコードは少な<とも 1つのクラスから成ります

9-般 に ]avaのソースコードは複数のクラスをもちますが、
ここでは 1つのクラスをもつ場合を主に解説していきます

{ }(括弧)で囲まれた処理の集まり部分です
・キーワードclassがつく { }と区別します

―
public stati⊆ VOJJ亜J世壁塾璽⊥型璽ω で始まるプロックです
可蔦 て電匿更フwI要可グラムの処理蚕亜まります

最後に ;(セミコロン)がついた個々の単一の処理や命令です
・ブロックは複数の文をもつことができます
・文は上から下へ順番に実行されます

参 文には単―の処理や命令の

世

|ざ

〔雪藝」
∈15夢

しがあります
また、文にはプロックを置<こと

これについては if文の回で詳し<解説します

行頭での字下げです

協 l127讐15違格薄3と見やすくなります
不警畳

- 3/■ 1 ¨



リテラル

こ_

場Jこの他、空リテラルがありますが、]avaプログラミングⅡで詳しく解説します

・ 空リテラル nullを記述し、空の参照を表現 します

11πラ|し

コード内の値の表現です

lL●には、文字や文字列、数値などがあります

表現する対象に応じて、

一

呼ばれます

たとえば、文字リテラル、文字列リテラルなどです

=:(シンク
・
ルクォート)で文字を囲み、一文字を表現します

たとえば、O′0、 qρ、οcOなどです

""(夕゛
フ
゛
ルクォート)で文字列を囲み、文字列を表現します

二ちはЭなどです

蕊ζま″
'い

ません」

というコンパイルエラーになります

一文字は文字列の特別な場合と考えることができますので、

文字列リテラルで表現することができます

しかし、文字リテラルは一文字である懸要があります

整数をそのまま記述し、整数を表現します

たとえば、123、 -23などです

実数値をそのまま記述し、実数値を表現します

たとえば、3。 14、 ―■.2、 ②。24などです

true又は falseを記述し、論理の真と偽を表現します

九Jこのマークの内容は発展的なものです

- 4/11 …
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_3.java

実行画面 ξ;<
〇

コート・・

A4~
lHelloRく■一一

11232〕 ~
10.2個←―

ltru2←

筈汎の

イ,メタぃ1,

イι
｀
k寸 ルヽ

コート‐~まオヽ・て
｀ヽく

public static

メ/ン フもツヽlフ
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ェスケープシーケンス  ¥(円マーク)をつけた2つの文字により表現される一文字です

たとえば、
:¥ni、 1¥t'などです

■3撃ζ用で製裏ζ:こ星悪モ言ま雪
現であるため、

ェスケープシーケンスは、改行やタブなどの機能を表現します

たがい…側にpたばr光 つ 行われます

次のような種類があります

〔 ((.(〔 (  エスケープシーケンス  )バ
=⊃

LJ

表記の機能、または意味 第つ

:角絢

致

勒

野

軒

ど

ど

Ｗ

バックスペース

水平タプ

改行

改ページ

復1尋      1~υ VV'
・   ←ダブ

"ォ

ート自身の表現に用います

=   ←シンク
・
ルクォート自身の表現に用います

¥  ←¥マーク自身の表現に用います

鷺:恐Z源ごζξZ嵩蓮|ヨ:文字列を構成する文字として
用いることができ、文字列リテラルに含めることができます

たとえば、・Hell(〕=です  等し スヽリシ

⑮房蚤霙写壺5325顎顆羅 1カ弓翼役
表現 しても問題はありません

,一 l
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_4.java

. ,9リ ラフちヘ

ル)句 キ鶴 τ
l

勧 ,

class Sample2_4

{

public static void main(String[]args)

{

System.out.prinC(‖バックスペ
尻曇暮翼:降ぢうF尻どこそ拷丁

した")5タ
System.out.printO("水 平タブい,

system.outoprintCX"改行します¥n改行しました")」

System.out.prinくフ(1停帰します¥r復帰しました")」

System.out.printの ("ダブルクォートを表示します")J

System.out.prinO(:ィ
)」

}:」
藁:‖ 1甜 :::「 il遷5F覇丁

クを赫レますつJ

了手い'一 ぃ

実行画面

膚辱彬顧y仁ば嵯表示します7
1"d

l:碁
―クを表示しますa

― フ/11 -



整数 リテラルを用いて整数を

こめほかに、8進数や■6進蓼
/へ /ヽへ′  

―

整数リテラルと進数表現 f"
少

″

2

′ο

ll

12

彙 ″

“

θ

／

‥

…

　

９

９

♭

…

　

ｆ

ω

´
／
２

‥

ヌ

？

炒

ハ

わ

―

タ

ように通常は ■0進数を用います

―

10の 8進数表現

10cりこlλけ,

012  0で 数値を始める → 8進数表現とみなされます

■じ _

Oxで数値を始める → ■6進数表現とみなされます

οttυ″Ъぇば、system.outoprintlno些金」は10

10の ■6進数表現

/θ

`リ

ミス
`の

例えば、System.out.println(OxA)jは
浮

9記 号xは大*宇でも小文字でもよいです
OxAと OXAは同じ整数10を表現します

上記以外 → ■0進数表現とみなされます■0の ■0進数表現  10

例えば、System.outoprintln(10)j は 10と出力されます

膨 o19や Ox4gはエラーとなります

これは 8進数の各桁を0～7までを用いて表現するため、

また ■6進数の各桁は0～■5であり、アルフアベットで

0～ 9、 a～f(または大文字A～Fでもよい)を用いて

表現するためです

ソースコード例

ソースフアイル名 i Sample2_5.java

フ
θ～0

a～ f

ι 乙 冽 Lし ,

出 力

class Sample2_

{

public static void main(String[]args)

{

system.out.print― )3

system.out.printclo)」

system.out.printO,012->0)5

:;:[:‖ |::[::「 :lll::こli: _〉
(5b」

System.out.print(Ox995

}

}

10_つ
八年り=」22-ゴ久∠
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実行画面

10 -〉  10, 012 -> 10, Oxa …> lo

浮動小数点数リテラルと指数表現

憑詔じ警鼻警|`兵匡懲皇曇毬F詈馨皇嚢渥z暴姦裏〉
rι
ゾレ

System.outoprintln(1.2e+2)3と すると、120.0と出力されます

塁泡        
書きます

′2ク ό ´∂́ θ、3

e[塾はlγ 2x■ば、を表現します
θ.ク ο′´́ /2二  ――

fた
人/θ ゞ

θ、/23e― ダ

レ

は 1.Ox■ o~年を表現します

system.outoprintln(1.Oe-2)3と すると、0.01と出力されます

D記 号 eは大文字でも小文字でもよいです

■.2e+2と 1.2E+2は同じ実数 120.0を表現 します

ソースコー ド例

ソースフアイル名 i Sample2_6.java

1.2e+2 - 0.
|

たとえば、

class Sample2_

{

public static void main(string[]a rgs)

{

System.out.print               J               
λ

System.outoprint(1.2e+2)」            |・ 2人 10

System.out.print(■ ■,∝-2→ 0);

system.out.print(1.oe-2)」
~~~~    |,θ

て′ク
~1

}

}

実行画面

… 9/■ 1 -



1        文字列リテラルと他のリテラルとの連結       |

文字列リテラリレは、整数リテラルや文字リテラルなど他のリテラルと +により連絡できます

連絡を上手に用いると、画面出力をするコードがすつきり見やす<なります

たとえば、
‖9の次は"+10とすると、

‖9の次は 10・ と連結されます

10

(整数リテラル)

・ 9C)ソRは 10"

(文字列リテラル)

⇒

9連 結の記号 +は演算子といいます

演算子 +の詳 しい解説は「演算子」の回で行います

ここでは演算子 +と連絡の機能を押さえておきましょ

実行画面

…

…
trueの反対は false

文字列リテラリレ

ソースフアイル名 :Sample2_7.java

class Sample2_

{

public static void main(String[]args)

{

//文字列リテラル
‖9の次は"と整数リテラル ■0を連結します

System.out.println(・ 9の次は
:こ

lo)5

//文字列 リテラル
‖Iは "と浮動小数点数 リテラル 3。 14を連結 します

System.out.println

//文字列 リテラル“Aの小文字は "と文字 リテラル
:alを

連絡 します

System.outoprintln(1lAの 小文字は=01a n3

//文字列リテラル
‖trueの反対は"と論理値リテラル falseを連結します

system.outoprintln("trueの 反対は塁三alSe)j

- 10/■■ ―



謡 今日の講義のまとめ 器
0 3avaでの画面出力の方法にはい<つかあり、行の最後に改行が挿入される場合とされない
場合があります。

・コavaのコードには、コメント、クラス、インデント、main()メソッド、プロック、文とい
う構成要素があります。

・ Javaのコード上での文字や文字列、数値はリテラルと呼ばれる決まった形式で表現されま
す。=A:などの文字リテラル、"]ava“ などの文字列リテラル、20などの整数リテラル、20.5
などの浮動小数点数リテラルがあります。

・エスケープシーケンスは文字リテラルの特別なものであり、¥マークとアルファベットの 2

文字で表現されます。
:¥niは

改行、=¥t:はタプを画面に出力します。

・ 整数リテラルでは 16などの 10進数表現のほかに、020などの 8進数表現や Ox10などの
■6進数表現が可能です。

・浮動小数点数リテラルでは通常の ■20.0のほかに 1.2e+2のような指数表現が可能です。

目露目雷
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